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Ⅰ 第８期計画の成果指標と進捗状況

【総括】
　第８期計画の進捗状況をみると、令和４年度時点で、全132件の成果指標のうち、72件（54.5％）が令
和5年度の目標量の8割以上を達成しました。またその一方、進捗率が5割に満たなかった成果指標は21件

（15.9％）にとどまりました。

◆令和4年度実績が令和5年度の目標量以上となった成果指標の主なもの

事業名 指標 令和5年度
目標量

令和4年度
実績

認知症徘徊SOSネットワークの推進 認知症徘徊SOS緊急ダイヤル利用登録者数 183人 397人

スポーツ団体育成事業（健康・体力つくり事業） スマイル元気セミナー受講者数 150人 240人

在宅医療・介護連携の意義や必要性の理解 市民向け講演会（富山市医師会主催）参加者数 120人 172人

訪問指導事業（※） 訪問数 600人 712人

地域での見守り体制の充実 認知症高齢者見守りネットワーク数 133ネット 147ネット

※訪問指導事業：�糖尿病、高血圧症等の生活習慣病があり、保健指導の必要な方を対象に訪問指導を実施し、生活習
慣病の発症予防・重症化予防、健康の保持増進を図る事業

◆令和4年度実績が令和5年度目標量の50％を切っている成果指標の主なもの

事業名 指標 令和5年度
目標量

令和4年度
実績

在宅医療・介護連携の意義や必要性の理解 在宅医療体験実習参加者数 80人 0人

介護予防教室事業 口腔ケアサービス利用者数 60人 6人

介護予防普及啓発事業 介護予防普及啓発教室開催数 83回 17回

糖尿病対策の充実（糖尿病予防教室） 糖尿病予防教室参加者数 315人 106人

　全体的にみると、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、通いの場や講座・イベント・支援事業等の対
面接触を行う事業について、活動自粛や参加者減少により実績が目標量を大きく下回ったものが散見されま
した。
　このことから、第9期計画期間には、通いの場等の活動再開や参加率向上に向けた取組みを進めていきます。
新型コロナウイルス感染症予防のための外出自粛によるフレイルの進行等を防ぐために、オンラインを活用
するなどポストコロナ時代における社会生活の変化に対応しながら、通いの場や各種講座等を活性化させる
ことで、閉じこもりを予防し介護予防につなげていきます。

54.5％
（72件）

28.0％
（37件）

10.6％
（14件）

成果指標全体に占める進捗率ごとの割合

5.3％（7件） 1.5％（2件）

進捗率　8割以上
進捗率　5割以上8割未満
進捗率　2割以上5割未満
進捗率　2割未満
その他（※）

※その他：以下の理由から、成果指標のうち、２件は進捗率を算出せず。
　・自主防災組織の育成等の育成率：目標が「継続実施」のため
　・疑義が生じた住宅改修の現地調査：疑義が生じた住宅改修がなかっ
たため

全132件
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【第8期計画の成果指標一覧】

事　業　名 単位 令和5年度
目標量

実　績 令和5年度
見込み

令和8年度
目標量 担当課

令和3年度 令和4年度 進捗率

地域健康づくりの推進（地域健康づくり展）

・開催地区数 （地区） 78 73 78 100.0% 78 78

・参加人数 （人） 10,000 9,596 9,844 98.4% 10,000 10,000

健康づくりボランティアの育成及び支援事業

保健推進員

・健康教室・がん検診の協力　（回） 200 15 64 32.0% 156 156

・がん検診受診勧奨訪問　　　（件） 6,500 7,129 7,344 113.0% 7,000 7,000

食生活改善推進員

地区普及活動実施回数 （回） 234 234 234 100.0% 234 234

参加者数　 （人） 2,800 22,824 25,074 895.5% 26,000 26,000

健康診査事業 保健所
地域健康課・緑内障検診受診率 （％） 7.5 7.2 7.0 93.3% 6.0 8.2

・歯周疾患検診受診率 （％） 5.0 3.2 3.8 76.0% 3.6 5.0

・肝炎ウイルス検診受診率 （％） 6.5 7.4 8.7 133.8% 7.7 9.9

・骨粗しょう症検診受診率 （％） 13.0 15.2 14.5 111.5% 13.6 17.0

がん検診受診率

・胃がん （％） 18.0 14.7 13.3 73.9% 14.0 15.8

・肺がん （％） 25.0 20.8 21.8 87.2% 22.7 24.3

・大腸がん （％） 23.0 20.9 22.1 96.1% 23.0 24.6

・乳がん （％） 24.0 19.4 16.2 67.5% 17.8 18.7

・子宮がん （％） 19.0 15.0 13.9 73.2% 14.2 16.4

・前立腺がん （％） 12.0 10.3 10.4 86.7% 10.5 12.9

脳卒中予防の啓発（脳卒中予防の健康教室）

・参加者数 （人） 800 275 596 74.5% 630 800

感染症予防対策事業

・高齢者インフルエンザ予防接種 接種率 （％） 65.0 65.2 66.0 101.5% 65.0 68.0 保健所
保健予防課・高齢者の肺炎球菌感染症予防接種 接種率 （％） 30.0 27.0 25.2 84.0% 25.0 45.0

・結核検診受診率 （％） 35.0 24.1 25.6 73.1% 25.0 30.0 

地域健康教育事業の充実

・実施回数 （回） 400 160 298 74.5% 330 400

・参加者数 （回） 6,000 3,083 6,260 104.3% 6,600 8,000

栄養・食生活改善の推進（食生活改善推進員地区普及活動）

・実施回数 （回） 234 234 234 100.0% 234 234
保健所
地域健康課・参加者数 （人） 2,800 63,326 25,074 895.5% 26,000 26,000

プラス1,000歩富山市民運動の推進

・プラス1,000歩チャレンジ参加者数 （人） 1,200 462 307 25.6% 300 －

口腔衛生対策事業（口腔衛生に関する健康教室）

・実施回数 （人） 50 48 53 106.0% 60 60

・参加者数 （人） 1,300 925 1,380 106.2% 1,500 1,500

いきいきスポーツライフ事業（健康まちづくり推進事業）

・ウオークイベント参加者数 （人） 2,200 2,132 2,806 127.5% 2,800 3,000

スポーツ団体育成事業（地区・校区スポーツ教室開催事業）
スポーツ
健康課・開催団体数 （団体） 35 11 11 31.4% 35 35

スポーツ団体育成事業（健康・体力つくり事業）

・高齢期の健康体力つくり指導講習会受講者数 （人） 120 107 93 77.5% 100 120

・スマイル元気セミナー受講者数 （人） 150 146 240 160.0% 230 320
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事　業　名 単位 令和5年度
目標量

実　績 令和5年度
見込み

令和8年度
目標量 担当課

令和3年度 令和4年度 進捗率

糖尿病対策の充実（糖尿病予防教室）

・参加者数 （人） 315 54 106 33.7% 225 270

難病等療養相談会の充実 保健所
地域健康課・参加者数 （人） 25 8 26 104.0% 26 30

訪問指導事業

・訪問数 （人） 600 662 712 118.7% 765 800

健康づくり教室推進事業

・実施回数 （回） 25 15 0 0.0% 0 0 障害福祉課

・参加者数 （人） 125 45 0 0.0% 0 0

心の健康づくり事業（心の健康づくりに関する講演会等）

・参加者数 （人） 1,800 379 774 43.0% 1,000 1,500

精神保健福祉相談事業

・専門職による相談窓口数 （か所） 8 8 8 100.0% 8 8

アルコール対策事業（アルコールに関する講座） 保健所
保健予防課・参加者数 （人） 150 37 76 50.7% 70 80

メンタルヘルスサポーター育成事業

・メンタルヘルスサポーター数 （人） 100 79 78 78.0% 77 100

高齢者・介護者の心のゲートキーパーの養成研修

・養成数 （人） 60 53 37 61.7% 31 60

介護予防教室事業

・�要介護状態になるおそれのある高齢者
を対象とした介護予防教室参加者数 （人） 627 327 440 70.2% 456 615

・口腔ケアサービス 実施ヶ所数 （ヶ所） 40 29 29 72.5% 33 45

利用者数 （人） 60 3 6 10.0% 20 20

介護予防普及啓発事業

・介護予防地域説明会 開催数 （回） 804 507 532 66.2% 559 647

参加者数 （人） 17,960 8,852 8,951 49.8% 9,503 12,940

・介護予防普及啓発教室 開催数 （回） 83 6 17 20.5% 30 60

参加者数 （人） 1,677 215 453 27.0% 700 1,464

介護予防運動指導者の育成数

・登録指導者数 （人） 144 119 114 79.2% 119 134 長寿福祉課

楽楽いきいき運動

・開催箇所 （箇所） 389 332 358 92.0% 390 465

パワーリハビリテーション教室（直営・委託）

・実施箇所 （箇所） 37 29 24 64.9% 27 37

・参加者数 （人） 330 143 160 48.5% 200 330

介護予防推進リーダー数

・リーダー数 （人） 565 484 466 82.5% 430 460

水のみ運動の推進

・参加老人クラブ数 （数） 150 123 106 70.7% 110 110

介護予防ふれあいサークル事業

・サークル数 （数） 780 669 620 79.5% 580 610

地域ぐるみで取り組む健康づくりの支援事業

・まちぐるみ健康づくり交流会 参加者数 （人） 600 301 385 64.2% 400 400
保健所
地域健康課・地区健康づくり推進会議

　　地区数 （地区） 78 78 78 100.0% 78 78

　　参加者数 （人） 1,000 1,341 1,382 138.2% 1,400 1,400
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事　業　名 単位 令和5年度
目標量

実　績 令和5年度
見込み

令和8年度
目標量 担当課

令和3年度 令和4年度 進捗率

健康まちづくり推進モデル事業 まちなか総合
ケアセンター・健康まちづくりマイスター育成総数 （人） 426 426 426 100.0% 0 0

シニアライフ講座運営事業

・講座数 （教室） 148 89 123 83.1% 119 137

・受講者数 （人） 2,030 984 1,202 59.2% 1,243 1,431

高齢者生きがい工房（大沢野地域）

・講座数 （教室） 10 11 11 110.0% 11 11

・受講者数 （人） 100 89 93 93.0% 94 116

単位老人クラブ（市全域）

・クラブ数 （クラブ） 565 533 497 88.0% 460 460

・会員数 （人） 41,400 37,941 35,053 84.7% 31,700 31,690

・加入率 （％） 28.0 25.8 23.9 85.4% 21.6 21.6

単位老人クラブ（富山地域）

・クラブ数 （クラブ） 437 414 380 87.0% 356 356

・会員数 （人） 29,850 27,493 25,011 83.8% 23,034 23,030

単位老人クラブ（大沢野地域）

・クラブ数 （クラブ） 27 24 22 81.5% 21 21

・会員数 （人） 2,770 2,396 2,187 79.0% 2,041 2,040

単位老人クラブ（大山地域）

・クラブ数 （クラブ） 30 29 29 96.7% 22 22

・会員数 （人） 1,760 1,628 1,576 89.5% 1,127 1,130 長寿福祉課

単位老人クラブ（八尾地域）

・クラブ数 （クラブ） 44 42 42 95.5% 37 37

・会員数 （人） 3,750 3,416 3,293 87.8% 2,870 2,870

単位老人クラブ（婦中地域）

・クラブ数 （クラブ） 20 17 18 90.0% 17 17

・会員数 （人） 2,670 2,425 2,456 92.0% 2,103 2,100

単位老人クラブ（山田地域）

・クラブ数 （クラブ） 5 5 4 80.0% 5 5

・会員数 （人） 160 161 126 78.8% 154 150

単位老人クラブ（細入地域）

・クラブ数 （クラブ） 2 2 2 100.0% 2 2

・会員数 （人） 440 422 404 91.8% 371 370

いきいきクラブ

・延配食数 （食） 14,500 7,308 8,385 57.8% 10,035 10,100

・延ボランティア数 （人） 7,000 2,718 3,316 47.4% 3,500 4,000

富山市シルバー人材センター

・会員数 （人） 2,000 1,737 1,707 85.4% 1,745 1,780

・年間契約件数 （件） 19,000 14,393 13,386 70.5% 13,400 13,300

高齢者創業支援推進事業
商工労政課

・創業支援件数 （件） 1 0 0 0.0% － －

入浴施設等ふれあい入浴事業

・交付人数 （人） 39,338 31,348 31,884 81.1% 30,832 37,900

地域包括支援センターの機能強化

・地域説明会の開催 （回） 804 507 532 66.2% 559 647 長寿福祉課

在宅医療・介護連携の意義や必要性の理解

・�市民向け講演会の開催（富
山市医師会開催）参加者数 （人） 120 0 172 143.3% 180 200
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事　業　名 単位 令和5年度
目標量

実　績 令和5年度
見込み

令和8年度
目標量 担当課

令和3年度 令和4年度 進捗率

・在宅医療体験実習参加数 （人） 80 0 0 0.0% 20 80 まちなか総合
ケアセンター

・�医療介護連携推進会議の開催（地域
包括支援センター実施）開催包括数 （包括） 32 32 32 100.0% 32 32

長寿福祉課

参加者数 （人） 770 580 552 71.7% 560 700

在宅医療・介護サービスの提供体制の構築
まちなか総合
ケアセンター・往診代行件数 （件） 50 2 8 16.0% 10 20

・受け入れ人数 （人） 15 15 7 46.7% 15 15

在宅医療・介護の連携強化

長寿福祉課エリア会議（５エリアと全体
会）への支援 参加者数 （人） 400 407 215 53.8% 220 450

医療関係者を対象とした研修
会の開催 開催回数 （回） 7 3 5 71.4% 5 4 まちなか総合

ケアセンター
　　　　 参加者数　 （人） 500 273 314 62.8% 360 390

認知症サポーターの養成

・認知症サポーター数 （人） 50,900 40,311 41,925 82.4% 44,200 50,800

・認知症サポーター上級者数 （人） 271 161 187 69.0% 219 315

介護者への支援

・認知症カフェ設置数 （か所） 32 25 25 78.1% 32 32

・認知症家族介護教室 （回） 32 32 32 100.0% 32 32

地域での見守り体制の充実

・認知症高齢者見守りネットワーク数 （ネット） 133 152 147 110.5% 151 160 長寿福祉課

・認知症高齢者見守り
 ネットワーク協力団体数 （団体） 746 602 608 81.5% 640 640

認知症徘徊SOSネットワークの推進

・徘徊SOS緊急ダイヤル利用登録者数 （人） 183 388 397 216.9% 406 －

・徘徊SOS緊急ダイヤル協力登録団体数 （団体） 624 554 555 88.9% 584 640

ICT活用認知症高齢者捜索支援事業

・利用者数 （人） 200 73 32 16.0% － －

・見守り協力者数 （人） 320 258 258 80.6% － －

「お団子と串」の都市構造の構築

都市計画課
（旧活力都
市推進課）

・�総人口に占める「公共交通が便利
な地域に居住する人口」の割合 （％） 41.1 39.9 39.9 97.1% 40.6 42.0

まちなか居住の推進

・�総人口に占める「公共交通が便利
な地域に居住する人口」の割合 （％） 41.1 39.9 39.9 97.1% 40.6 42.0

おでかけ定期券事業 まちづくり推進課
（旧中心市街地活
性化推進課）・おでかけ定期券利用申込者数 （人） 30,000 21,308 21,043 70.1% 21,000 25,000

生活交通の確保

交通政策課・�公共交通一日平均利用者数
の富山市人口当たりの割合 （％） 15.7 13.4 14.5 92.4% 14.5 15.9

歩きたくなるまちづくりの推進 都市計画課
（旧活力都
市推進課）

・�総人口に占める「公共交通が便利
な地域に居住する人口」の割合 （％） 41.1 39.9 39.9 97.1% 40.6 42.0

道路の整備（歩行者空間の補修工事）

・総延長 （km） 1.50 0.38 0.41 27.3% 0.40 1.50 道路河川管理課
道路整備課道路の整備（歩行者空間の整備工事）

・総延長 （km） 0.62 0.07 0.13 32.3% 0.43 0.66
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事　業　名 単位 令和5年度
目標量

実　績 令和5年度
見込み

令和8年度
目標量 担当課

令和3年度 令和4年度 進捗率

出会いと交流の空間づくり（無電柱化に伴う歩道整備）
道路整備課

・総延長 （m） 40 13.0 9.7 56.8% 58.2 27.8

公園緑地の整備
公園緑地課

・市民1人当り公園緑地面積 （㎡） 14.66 14.68 14.75 100.6% 14.82 －

生活支援型施設の整備
市営住宅課

・高齢者向け住戸改善 （戸） 107 103 107 100.0% 108 111

高齢者向け賃貸住宅の供給促進
居住対策課

・優良賃貸住宅供給戸数 （戸） 219 159 159 72.6% 159 209

交通安全アドバイザー活動事業

アドバイザー数 （人） 250 242 241 96.4% 236 250

高齢者交通安全対策事業 生活安全交通課

・交通安全教室開催回数 （回） 80 72 89 111.3% 99 100

・高齢者事故件数 （件） 408 311 337 82.6% 347 337

自主防災組織の育成等 防災危機管
理課（旧防
災対策課）・組織率 （％） 継続実施 73.3 75.3 － 75.7 80.0

出前講座の実施　※火災予防の推進に関する講座

・実施回数 （回） 200 36 113 56.5% 150 200

消防局予防課ひとり暮らし高齢者家庭の防火訪問の実施

・実施件数 （件） 1,600 821 1,079 67.4% 1,500 1,600

火災予防の推進

・住宅用火災警報器設置率 （％） 90.0 83.9 85.0 94.4% 86.0 90.0

応急手当普及啓発の推進
消防局警防課

・救急救命講習受講者数 （人） 16,000 8,095 10,198 63.7% 16,000 16,000

消費生活講座の開催 消費生活
センター・実施回数 （回） 100 15 48 48.0% 70 －

介護保険料の適正納付の推進

・保険料徴収率 （％） 98.5 98.5 98.6 100.1% 98.6 98.7

介護給付費適正化事業の推進

・認定調査票点検実施率 （％） 100.0 100.0 100.0 100.0% 100.0 100.0

・�適正な住宅改修及び福祉用具の
利用状況に関する書類審査の実施率 （％） 100.0 100.0 100.0 100.0% 100.0 100.0

介護保険課
障害福祉課・疑義が生じた住宅改修の現地調査 （％） 100.0 － － － 100.0 100.0

介護保険サービス及び障害福祉サービスを提供できる事業者の推進

・�富山型デイサービス、共生
型サービス指定事業所数 （か所） 54 49.0 51.0 94.4% 54.0 57.0

施設入所者の相談体制の充実

・介護相談員派遣事業所数 （か所） 108 69 60 55.6% 73 102
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Ⅱ 日常生活圏域の状況
【日常生活圏域】（再掲）

日常生活圏域 地域（校区）
令和5年３月末現在

要介護
認定者（人） 認定率（％）人口

（人）
高齢者人口

（人）
高齢化率
（％）

① 総曲輪等地区 総曲輪、愛宕、安野屋、八人町、
五番町、清水町、星井町、柳町 27,414 9,185 33.5 2,085 22.7 

② 山室等地区 東部、山室 19,643 6,084 31.0 1,324 21.8 

③ 堀川等地区 西田地方、堀川、光陽 27,153 7,100 26.1 1,578 22.2 

④ 蜷川等地区 堀川南、蜷川 28,661 7,371 25.7 1,360 18.5 

⑤ 奥田等地区 奥田、奥田北 18,526 5,634 30.4 1,198 21.3 

⑥ 五福等地区 桜谷、五福、神明 19,640 5,142 26.2 1,068 20.8 

⑦ 岩瀬等地区 岩瀬、萩浦、大広田、浜黒崎 18,817 6,624 35.2 1,327 20.0 

⑧ 豊田等地区 豊田、針原 19,466 5,740 29.5 1,102 19.2 

⑨ 新庄等地区 新庄、新庄北、広田 34,876 9,256 26.5 1,764 19.1 

⑩ 藤ノ木等地区 藤ノ木、山室中部 27,756 7,093 25.6 1,260 17.8 

⑪ 熊野等地区 太田、新保、熊野、月岡 24,293 7,946 32.7 1,512 19.0 

⑫ 和合地区 四方、八幡、草島、倉垣 11,306 3,943 34.9 807 20.5 

⑬ 呉羽地区 呉羽、長岡、寒江、古沢、老田、
池多 23,694 7,832 33.1 1,578 20.1 

⑭ 水橋地区 水橋中部、水橋西部、水橋東部、
三郷、上条 14,401 5,633 39.1 1,073 19.0 

⑮ 大沢野等地区 大沢野、細入 22,377 7,286 32.6 1,422 19.5 

⑯ 大山地区 大山 8,930 3,193 35.8 602 18.9 

⑰ 八尾等地区 八尾、山田 19,619 7,354 37.5 1,386 18.8 

⑱ 婦中地区 婦中 40,970 10,433 25.5 1,871 17.9 

合　計 407,542 122,849 30.1 24,317 19.8 

※要介護認定者数は第１号被保険者で要支援者を含む。住所地特例者等は除く。
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【日常生活圏域別の介護保険施設の設置状況】（令和5年度末）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

計

総
曲
輪
等
地
区

山
室
等
地
区

堀
川
等
地
区

蜷
川
等
地
区

奥
田
等
地
区

五
福
等
地
区

岩
瀬
等
地
区

豊
田
等
地
区

新
庄
等
地
区

藤
ノ
木
等
地
区

熊
野
等
地
区

和
合
地
区

呉
羽
地
区

水
橋
地
区

大
沢
野
等
地
区

大
山
地
区

八
尾
等
地
区

婦
中
地
区

介護老人
福祉施設

− − 1 2 1 − 2 1 − 2 1 2 3 2 2 1 3 3 26 

− − 150 138 70 − 100 41 − 169 80 160 200 170 98 80 130 160 1,746 

介護老人
保健施設

2 1 2 − − − − − 1 1 5 − − 1 1 − 1 2 17 

149 100 192 − − − − − 100 100 492 − − 100 100 − 150 200 1,683 

介護療養型
医療施設

− − − − − − − − − − − − − − − − − − 0 

− − − − − − − − − − − − − − − − − − 0 

介護医療院
− − 3 − − − − 1 − 1 2 − − 1 − 1 1 2 12 

− − 247 − − − − 33 − 170 104 − − 100 − 58 48 164 924 

計
2 1 6 2 1 − 2 2 1 4 8 2 3 4 3 2 5 7 55 

149 100 589 138 70 − 100 74 100 439 676 160 200 370 198 138 328 524 4,353 

※上段：施設数　下段：定員

【日常生活圏域別の地域密着型サービス等・地域包括支援センターの設置状況】（令和5年度末）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

計

総
曲
輪
等
地
区

山
室
等
地
区

堀
川
等
地
区

蜷
川
等
地
区

奥
田
等
地
区

五
福
等
地
区

岩
瀬
等
地
区

豊
田
等
地
区

新
庄
等
地
区

藤
ノ
木
等
地
区

熊
野
等
地
区

和
合
地
区

呉
羽
地
区

水
橋
地
区

大
沢
野
等
地
区

大
山
地
区

八
尾
等
地
区

婦
中
地
区

定期巡回・随時対
応型訪問介護看護 − 1 − 1 1 − − − − − − − − − 1 − 1 1 6 

夜間対応型
訪問介護 − 1 − − − − − − − − − − − − − − − 1 2 

認知症対応型
通所介護

− 1 1 1 2 1 1 2 2 3 1 3 3 2 − − 1 1 25 
− 12 12 12 21 12 3 23 24 21 12 25 36 15 − − 12 12 252 

小規模多機能型
居宅介護

1 1 2 2 2 1 1 2 3 2 2 2 3 1 1 2 1 − 29 
29 29 50 50 50 29 29 58 83 54 43 47 79 25 25 43 25 − 748 

認知症対応型
共同生活介護

1 2 4 4 1 2 3 2 2 3 5 2 4 5 2 2 3 2 49 
9 27 72 54 9 27 45 18 27 45 72 45 39 54 45 36 45 27 696 

地域密着型
介護老人福祉施設

− − 1 4 − − − 1 2 − 1 − 2 1 2 1 − − 15 
− − 20 98 − − − 20 58 − 29 − 49 20 51 29 − − 374 

複合型
サービス

− 1 − − 1 − 1 − − − − − − − 1 − 1 − 5 
− 29 − − 29 − 29 − − − − − − − 29 − 25 − 141 

特定施設入居者
生活介護

2 − − 1 1 − − − − 1 − − 1 − 1 − − − 7 
56 − − 36 30 − − − − 30 − − 30 − 24 − − − 206 

地域包括支援
センター 2 1 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 1 2 2 1 2 2 32 

※上段：施設数　下段：定員
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Ⅲ 計画策定の経緯

年　月　日 内　　　容
R4.12.1～

R5.1.31 在宅介護実態調査の実施

R5.2.7～2.17 高齢者保健福祉実態調査の実施

R5.5.23～6.2 介護保険サービス事業者へのアンケートの実施

R5.7.10

第1回富山市高齢者総合福祉プラン策定委員会（以下「委員会」）
　（1）次期（第9期）高齢者総合福祉プランの策定について
　（2）高齢者を取り巻く現状について
　（3）高齢者総合福祉プランの進捗状況について
　（4）各種調査について
　（5）次期（第9期）高齢者総合福祉プランの策定方針について

R5.7.27

第1回富山市高齢者総合福祉プラン策定懇話会（以下「懇話会」）
　（1）次期（第9期）高齢者総合福祉プランの策定について
　（2）高齢者を取り巻く現状について
　（3）高齢者総合福祉プランの進捗状況について
　（4）各種調査について
　（5）次期（第9期）高齢者総合福祉プランの策定方針について

R5.8.18～8.29 地域懇談会(市内3箇所)

R5.11.16
第2回策定委員会
　（1）富山市高齢者総合福祉プラン（素案）について

R5.11.21
第2回策定懇話会
　（1）富山市高齢者総合福祉プラン（素案）について

R5.12.15～
12.28 計画素案についてパブリックコメント実施

R6.1.17
第3回策定懇話会
　（1）富山市高齢者総合福祉プラン（案）について

R6.1.19
第3回策定委員会
　（1）富山市高齢者総合福祉プラン（案）について

R6.2.21 市議会厚生委員会

R6.3.22 介護保険条例改定についての議決（3月定例会）

R6.3下旬 計画を県へ提出
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Ⅳ 計画の策定体制

骨子案 事務局からの情報提供 事務局からの情報提供
一般公募委員の選出

市　　　長
（計画の決定） 議　　会

報　　告

随時情報提供

計画案提出・修正

高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉
計画・第９期介護保険事業計画）策定委員会

高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉
計画・第９期介護保険事業計画）策定懇話会

組　　織：福祉保健部次長、関係課長で構成

所掌事務：検討事項の調査・研究及び計画

事 務 局：長寿福祉課

組　　織：関係団体の代表、
　　　　　一般公募で選ばれた市民３人で構成

所掌事務：計画案について意見を述べる

事 務 局：長寿福祉課

市　民　参　加

●地域懇談会の開催（市内３ヵ所で実施）

●意見・提案募集（広報やインターネットを活用した情報の提供、意見・提案の募集）
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富山市高齢者総合福祉プラン
（高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画）の策定に関する要綱

（目的）
第�１条　この要綱は、老人福祉法第20条の８及び介護保険法第117条の規定に基づく令和６年度から令和

８年度の富山市高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画）（以下「計画」と
いう。）の策定に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（策定委員会）
第２条　市長は計画を策定するために計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
２　委員会は、次の各号に掲げる事務を所掌する。
　（１）　計画の案の作成に関すること。
　（２）　その他市長が指示する事項。
３　委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織し、別表に掲げる職にあるものをもって充てる。
４�　委員長は、福祉保健部次長（医療介護連携・総合ケア・高齢者福祉・データヘルス改革推進担当）をもっ

て充て、会務を総理する。
５�　副委員長は、委員長が指名するものをもって充て、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その

職務を代理する。
６　委員会は、委員長が招集し、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。

（計画案の作成等）
第�３条　委員会は、計画の案を作成するにあたり、懇話会及び市民の意見を幅広く反映するよう努めなけれ

ばならない。
２　委員会は、市長が必要と認めたときは、計画の修正案を作成しなければならない。
３�　前各項の規定により計画の案を作成し、又は、計画の修正案を作成したときは、これを市長に提出しな

ければならない。
（懇話会）
第４条　市長は、計画の案に対して市民の意見等を反映させるため、懇話会を設置することができる。
２　懇話会の委員は15人以内とし、高齢者福祉について優れた見識を有する者等で構成する。
３　懇話会に座長を置き、座長は市長が指名する。
４　懇話会は、必要に応じて市長が招集し、座長が議長となる。

（庶務）
第５条　委員会及び懇話会の庶務は、福祉保健部長寿福祉課において処理する。
第６条　この要綱に定めるもののほか、計画案の作成及び委員会の議事に関し必要な事項は、別に定める。
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附　則
（施行期日）
　この要綱は、平成26年６月２日から施行する。
附　則

（施行期日）
　この要綱は、平成27年３月13日から施行する。
附　則

（施行期日）
　この要綱は、平成29年４月13日から施行する。
附　則
　（施行期日）
　この要綱は、令和２年４月16日から施行する。
附　則
　（施行期日）
　この要綱は、令和５年４月19日から施行する。

別表（第２条第３項）
富山市高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画）
策定委員会委員

区　分 役　職

委　　員

福祉保健部次長

福祉保健部次長
（医療介護連携・総合ケア・高齢者福祉・デー
タヘルス改革推進担当）

福祉政策課長

生活支援課長

指導監査課長

障害福祉課長

長寿福祉課長

介護保険課長

保険年金課長

まちなか総合ケアセンター所長

保健所地域健康課長

保健所保健予防課長
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富山市高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画）策定懇話会委員名簿

No. 区分 職　名 氏　名

1 学識経験者 富山国際大学子ども育成学部教授 相山　　馨

2 保健・医療関係者 富山県医師会理事 大西　仙泰

3 保健・医療関係者 富山県看護協会長 稲村　睦子

4 介護保険事業者
富山県小規模多機能型居宅介護事業者連絡協議会
副会長・富山市支部長

石田　喜章

5 介護保険事業者 富山県老人福祉施設協議会長 岩井　広行

6 福祉関係者 富山市社会福祉協議会長 髙城　　繁

7 福祉関係者 富山市介護支援専門員協会長 高原　啓生

8 福祉関係者 富山市シルバー人材センター理事長 松島十三男

9 福祉関係者 富山市民生委員児童委員協議会副会長 森田　　幸

10 地域代表 富山市自治振興連絡協議会副会長 谷　　昌弘

11 地域代表 富山市老人クラブ連合会長 麻畠　裕之

12 市民代表 一般公募委員 布目　麻里

13 市民代表 一般公募委員 菱田　浩一

14 市民代表 一般公募委員 吉浦　縞子

　　　　　　　　　　　　　敬称略　順不同
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Ⅴ 地域懇談会・パブリックコメントについて

１　地域懇談会の開催状況について

日　時 会場（所在地） 参加人数

8月18日（金） 14：00～15：00 大久保ふれあいセンター
（下大久保） 10人

8月25日（金） 14：00～15：00 富山市婦中ふれあい館
（婦中町砂子田） 26人

8月29日（火） 14：00～15：00 Toyama Sakuraビル
（新桜町） 23人

合　　計 59人
（1回平均20人）

２　パブリックコメントの実施について

（１）実施期間

　　　令和5年12月15日（金）から12月28日（木）まで

（２）件数等

　　　【意見提出者数】2名　【意見数】2件
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３　策定懇話会・地域懇談会での主な質問・意見について

区　分 件　数

（１）総論・方向性に関すること １３件

（２）総合事業（介護予防・生活支援）に関すること １３件

（３）スマートフォンの活用に関すること １２件

（４）参加者・加入者の不足に関すること ９件

（５）介護人材の確保・介護現場の生産性向上に関すること ７件

（６）認知症施策に関すること ５件

（７）介護保険施設に関すること ４件

（８）地域での見守りに関すること ４件

（９）災害に関すること ４件

（10）行政・関係機関・関係団体の連携に関すること ３件

（11）周知・啓発に関すること ３件

（12）介護サービスの基盤整備に関すること ２件

（13）福祉教育に関すること ２件

（14）ボランティア活動に関すること ２件

（15）在宅医療・介護連携に関すること １件

（16）成年後見制度に関すること １件

（17）その他 ２０件

合　　計 １０５件
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Ⅵ 用語解説
用語解説（50音順）

用　　語 解　　説 頁

あ ICT 情報通信技術のこと。Information&Communications Technologyの略。 18

AI 人工知能（Artificiai　Intelligence）の略称であり、推論・判断などの知的な機能を
備えたコンピューターシステム。 98

AIオンデマンド交通システム 利用者の予約に対してAIによる最適な運行ルートを設定し、リアルタイムにバス等の
配車を行う交通システム。 97

か 介護予防・日常生活支援総合
事業

従来の介護予防通所サービス、介護予防訪問サービスに加え、住民主体のサービスや
民間による生活支援サービス、一般介護予防事業の充実等をはかり、要支援者等の能
力を最大限生かしつつ、要支援者等の状態に応じて選択できるような多様なサービス。

48

介護予防ふれあいサークル
日常生活に不安や困難を感じている方や閉じこもりがちな方を1名以上含む65歳以上
の高齢者5人以上で構成し、介護予防や閉じこもりになることを防ぐことを目的とした
軽運動や趣味活動を年間を通して行うサークル。

26

介護ロボット
「情報感知（センサー系）、「判断（知能・制御系）」、「動作（駆動系）」のロボット技術
が応用され、利用者の自立支援や介護者の負担の軽減に役立つ介護機器。移動を支援
する歩行アシストカート、認知症の方の見守りを行う見守りセンサーなどがある。

110

看護小規模多機能型居宅介護 施設への通いを中心として、短期間の宿泊や看護師等の自宅訪問を組み合わせたサー
ビス。 20

基本チェックリスト 高齢者の運動機能などの生活機能を評価し、介護予防に役立てることを目的として、
国で作成された25項目の質問票。 80

QOL
「生活の質」（quality of lifeクオリティオブライフ）のこと。人々の生活を物質的な面
から数量的にのみとらえるのではなく、精神的な豊かさや満足度も含めて、質的にと
らえる考え方。

110

ケアマネジャー
介護支援専門員。介護の知識を幅広く持った専門家で、介護保険サービスの利用にあ
たり、利用者の状態・希望に沿ったケアプランを作成したり、サービス事業者との連
絡や調整を行う。

30

軽費老人ホーム 60歳以上で家庭環境・住宅事情等の理由により、家族との同居が困難な方が低額な料
金で入所できる施設。 101

口腔ケアサービス 要支援者・事業対象者を対象に、市内の歯科医院で、歯科医師や歯科衛生士による口
腔機能向上のプログラムを提供するサービス。 26

交通安全アドバイザー 市町村の推薦に基づき富山県が任命した高齢者の交通事故防止に深い理解と熱意を
持った方。 103

高齢者世話付住宅（シルバー
ハウジング）

自立した生活をおくることができるように高齢者の生活特性に配慮した設備（バリア
フリー設備や緊急通報システムの設置など）及び生活援助員（ライフサポートアドバ
イザー）による日常生活支援サービスの提供を行う住宅。

94

さ
サービス付き高齢者向け住宅

高齢者の居住の安定確保に関する法律に基づき、バリアフリー構造等を有し、介護・
医療と連携して、高齢者を支援するサービスを提供する施設が併設された高齢者向け
の賃貸住宅。利用者保護のため、契約内容について一定のルールが課せられる。

12

シビルミニマム 日常生活に最低限必要な水準。 97

若年性認知症 65歳未満で発症する認知症のこと。 72

セルフ・ネグレクト セルフ・ネグレクトは「自己放任」という意味で、自分で自分の世話をできなくなっ
ている状態のこと。 91

センサーネットワーク

市内全域に展開した無線通信ネットワーク網と、これを経由してIoTセンサーからの収
集データを管理するシステム（プラットフォーム）で構成された情報基盤のこと。
※�IoTとは、あらゆるモノをインターネットに接続する技術のこと。Internet of 

Thingsの略。

105

総合計画
本市のまちづくりにおける最上位計画。長期的かつ基本的な方向を示し、目指すべき
都市の将来像について、市民と行政が協働で取り組む目標を定め、その目標実現のた
めの指針として位置付けられる。

1

ソーシャルキャピタル
（社会的絆）

人々の協調行動を活発にすることによって、社会の効率性を高めることのできる、「信
頼」「規範」「ネットワーク」といった社会組織の特徴。 53
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た

地域共生社会

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や
地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超え
て「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っ
ていく社会。

28

地域ケア推進コーディネー
ター

各地域包括支援センターに配置され、地域ケア体制推進のための企画・運営・連絡を
行い、地域住民が主体となって活動できるよう、コーディネート（調整）する者。 73

地域密着型（介護予防地域密
着型）サービス）

平成18年4月の介護保険法の改正に伴い、創設されたサービスで、市町村ごとにサー
ビス提供事業者を指定し、高齢者が要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた自
宅や地域で生活を継続できるよう支援する制度。

1

適正飲酒の10か条 お酒との健康的な付き合い方を簡潔に10か条にまとめたもの。 45

トヤマ タウン トレッキング 
サイト

富山市総合体育館内に平成29年4月にオープンした、ウオーキングやランニングを取
り入れた新しいライフスタイルの交流拠点施設。 41

富山型デイサービス（共生型
サービス）

身近な場所にある介護保険法の指定通所介護（デイサービス）事業所等において、障
害児及び障害者の方がデイサービスを受けることができるサービス。 111

な
難病相談・支援センター 難病の患者やご家族の方などが抱える不安や悩みが解消されるよう、療養相談、福祉、

就労などの相談を行う機関。 43

ニュースポーツ レクリエーションの一環として、勝敗にこだわらず誰もが気軽に楽しむことができる
ことを主眼とした身体運動。 41

認知症カフェ
認知症の疑いのある方や認知症の高齢者、その家族並びに地域住民や専門職など、誰
もが気軽に集い、認知症状の悪化防止、相互交流、情報交換等を行うことを目的とし
た活動拠点のこと。

14

認知症ケアパス 認知症の状態に応じた適切な医療や介護サービス等をまとめたもの。 86

認知症高齢者等おでかけあん
しん損害保険事業

認知症高齢者を被保険者とする個人賠償責任保険に、市が保険契約者として加入する
制度。 88

認知症コーディネーター 各地域包括支援センターに配置され、地域での認知症の普及啓発活動や個別ネットワー
クの構築などに係るコーディネート（調整）を行う者。 28

認知症サポート医 医療と介護の連携を図るため、認知症サポート医養成研修を修了した者。 28

認知症疾患医療センター 認知症患者とその家族が、地域のかかりつけ医や施設、介護事業者と連携し、診察や
相談に応じる専門機関。 28

認知症地域支援推進員
市町村において、認知症疾患医療センターを含む医療機関や介護サービス及び地域の
支援機関の間の連携を図るための支援や、認知症の人やその家族を支援する相談業務
等を行う者。

28

認知症バリアフリー 認知症になってからも、できる限り住み慣れた地域で普通に暮らし続けていくために、
生活のあらゆる場面での障壁を減らしていく取組み。 28

は
8020運動

80歳で20本以上の歯を残そうとする運動のこと。厚生労働省や日本歯科医師会によ
り推進されている。20本以上の歯を持つ高齢者はそれ未満の人に比べ、活動的で寝た
きりとなることも少ないなど多くの報告がされている。

40

パワーリハビリテーション
理学療法士、運動指導員等の指導のもと、マシントレーニングを良姿勢、軽負荷で行い、
老化や病気などで低下した身体機能や心理的活動性（やる気）の向上を図り、介護予防、
自立支援を目指すもの。

26

ハンギングバスケット 四季折々の草花を花かごに立体的に植栽し、街路灯などに飾ることで都市空間に彩を
添え、まちの賑わいを創出するもの。城址大通り等で実施。 100

避難行動要支援者

要配慮者（防災施策において特に配慮を要する方。一般的に高齢者、障害者、外国人、
乳幼児、妊婦等があげられる。）のうち、災害発生時、または災害が発生するおそれが
ある場合に自ら避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を
図るため特に配慮を要する者。

94

福祉有償運送
NPO法人等が要介護者や身体障害者等の会員に対して、実費の範囲内で営利とは認め
られない範囲の対価によって、乗車定員11人未満の自動車を使用して、原則としてド
ア・ツー・ドアの個別輸送を行うもの。

80

ふれあい・いきいきサロン
地域のボランティア等が中心となり自主的に作るサロン。身近な公民館などで無理な
く、楽しく、話して笑い、時間を過ごすことで、寝たきりや認知症の最大の要因とも
言われる「閉じこもり」を防止する目的がある。

61

ふれあい・子育てサロン
地域のボランティア等が中心となり、身近な公民館などを利用して、子育て家庭の親
子が、多様な活動を通して、子育てを楽しみ仲間づくりを行う支えあいの活動。地域
住民、子育て中の親同士の交流や情報交換、親子活動など。

61
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ま
水のみ運動

介護保険施設や地域において、一日に必要とされている水分量を摂取することを目指
して展開する活動。自己の健康状態への関心を高めることや、自立支援への意識の向
上を通して介護予防（認知症予防）を図る。

36

メンタルヘルスサポーター 心の健康に関する正しい知識や情報の普及啓発、地域で生活する精神障害者の相談、
訪問等を行う、心の健康づくりを推進するボランティア。 36

モビリティサービス 自動車による移動サービスのことを指す。 97

ゆ
有料老人ホーム 高齢者を入居させ、入浴、排せつもしくは食事の介護、食事の提供またはその他日常

生活上の世話などの少なくとも一つのサービスを提供する施設。 12

ら
楽楽いきいき運動

老人クラブ等が介護予防に効果があるといわれる運動器の機能の維持・向上を図るこ
とを目的として、身近な仲間との楽しい会話、交流を楽しみながら、簡単な軽運動や
ストレッチ体操、筋力アップ運動などを組み合わせて実施する介護予防運動。

26

ロコモティブシンドローム
（運動器症候群）

筋肉、骨、関節、軟骨、椎間板といった運動器のいずれか、あるいは複数に障害が起こり、
「立つ」「歩く」といった機能が低下している状態。進行すると介護が必要になるリス
クが高くなる。

48
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